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平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

２

第
二
十
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
終
え
て

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

委
員
長

殿

川

武

男

第
二
十
回
の
記
念
す
べ
き
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を

盛
会
裡
に
開
催
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
歓
び
た
い

と
存
じ
ま
す
。

こ
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
は
、
実
行
委
員
の
創
意
あ
る
会
場

設
営
と
長
期
に
亘
る
準
備
作
業
の
賜
で
あ
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
加
え
て
町
内
外
有
志
各

位
並
び
に
一
般
皆
様
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
お
か
げ
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
各
社

の
報
道
も
あ
っ
て
、
会
場
は
連
日
大
盛
況
で
賑
わ

い
、
特
に
近
畿
、
中
国
地
方
か
ら
の
観
光
バ
ス
や

徳
島
バ
ス
の
サ
ン
デ
ー
ツ
ア
ー
等
、
多
く
の
来
場

者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
養
護

施
設
か
ら
の
来
場
者
、
更
に
は
幼
稚
園
や
小
学
校

の
子
ど
も
さ
ん
も
来
ら
れ
て
、
ひ
な
人
形
の
こ
と

を
調
べ
た
り
、
市
松
人
形
と
背
く
ら
べ
を
す
る
な

ど
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
土
曜
、
日
曜
を
中
心
に
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
ひ
な
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
町
内
外

の
出
演
者
の
方
々
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
も
、
今
年
で
二
十
回
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
回
「
テ
ー
マ
」
を
持
っ

て
開
催
運
営
し
、
お
越
し
下
さ
っ
た
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

本
回
は
、「
ひ
な
人
形
の
歴
史
を
学
ぼ
う
、
ひ
な

飾
り
を
体
験
し
よ
う
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
古
い
ひ

な
人
形
や
、
御
殿
飾
り
の
年
代
表
示
を
し
て
来
場

者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
「
自
分

で
飾
る
ひ
な
段
」、「
お
ひ
な
様
に
変
身
の
衣
裳
コ
ー

ナ
ー
」
も
設
け
、
記
念
写
真
撮
影
も
し
て
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
内
南
側
の
通
路
部
分
に
は
「
昔
の
街
な
み

風
景
」
と
し
て
珍
し
い
施
設
や
道
具
、
昔
風
の
手

造
り
人
形
を
並
べ
た
り
、
貴
重
な
掛
軸
を
展
示
し

ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
地
元
喜
楽
苑

の
力
作
・
等
身
大
の
ひ
な
人
形
が
並
び
ま
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
た
三
万
体
の
ひ
な

人
形
が
来
場
者
を
お
迎
え
し
、
来
場
者
は
、「
う
わ
ー
」

「
す
ば
ら
し
い
」
と
感
嘆
の
声
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

勝
浦
町
で
の
交
流
人
口
は
、
こ
の
ビ
ッ
グ
ひ
な

祭
り
だ
け
で
定
住
人
口
の
数
倍
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
元
気
な
勝
浦
町
づ
く
り
の
お
役
に
立
っ
て
い

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
町
を
挙
げ
て
の
催

し
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
各
地
の
商
店
街
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
「
ひ
な
街
道
」
を
つ
く
っ
て

お
客
様
の
足
を
止
め
、
買
い
物
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
経
済
効
果
を
あ
げ
る
気
運
が
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
定
着
す
れ
ば
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は

更
に
盤
石
と
な
り
、
勝
浦
町
の
知
名
度
は
あ
が
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
、
人
形
文
化
の
発

信
地
と
し
て
未
来
に
向
か
っ
て
一
層
輝
き
を
増
す

こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
町
民
あ
げ
て
の
尚
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
の
町

ひ
な
祭
り
一
色
に
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まちかど散歩みち

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

３

平
成
十
九
年
度
朝
桐
奨
学
賞
に
、
戸
田
翔

太
さ
ん
と
中
尾
陽
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・
故
朝
桐
猪
平
氏

の
尊
い
ご
遺
志
を
永
久
に
遺
す
た
め
、
ご
遺

族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

の
中
か
ら
優
秀
な
方
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
会
所
に
防
犯
防
災
灯
設
置

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
収
益
金
を

利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
町
内
八

カ
所
の
集
会
所
に
防
犯
防
災
灯
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
防
犯
防
災
灯
は
太
陽
電
池
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
で

あ
り
、
停
電
時
に
も
明
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
で
は
、
夜
間
の
防
犯
対
策
や
防
災
対
策
お
よ
び
環
境

に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
対
策
の
一
環
と

し
て
、
平
成
十
八
年
度
お
よ
び
平
成
十
九
年
度
の
二
年

間
で
、
各
地
区
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
集
会
所

に
こ
の
防
犯
防
災
灯
の
設
置
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平

成
十
九
年
度
は
次
の
集
会
所
に
防
犯
防
災
灯
が
完
成
し
、

町
内
十
六
地
区
の
集
会
所
へ
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

・
石
原
集
会
所

・
掛
谷
集
会
所

・
山
西
集
会
所

・
今
山
ふ
れ
あ
い
交
流
館

・
星
谷
集
会
所

・
棚
野
集
会
所

・
立
川
集
会
所

・
坂
本
集
会
所

飲
料
用
空
缶
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｑ

飲
料
用
空
缶
の
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
の
見

分
け
か
た
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
缶
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
は
、「

」
で
す
。

ス
チ
ー
ル
缶
は
、「

」
で
す
。

ま
た
、
磁
石
が
く
っ
つ
く
缶
は
ス
チ
ー
ル
缶
で
す
。

Ｑ

シ
ー
チ
キ
ン
や
と
う
も
ろ
こ
し
、
果
物
の
食
品

の
空
缶
も
飲
料
用
空
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
ま

す
か
。

Ａ

出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
町
指
定
ご
み
袋
の
ア
ル
ミ

類
、
ス
チ
ー
ル
類
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
ア
ル
ミ

類
、
ス
チ
ー
ル
類
の
コ
ン
テ
ナ
に
分
別
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

道
路
清
掃
な
ど
で
さ
び
た
ス
チ
ー
ル
缶
を
拾
い

ま
し
た
が
、
飲
料
用
空
缶
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
ま

す
か
。

Ａ

資
源
化
透
明
袋
や
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
回
収

ネ
ッ
ト
へ
も
出
せ
ま
せ
ん
。
町
指
定
ご
み
袋
の
ス

チ
ー
ル
類
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

飲
料
用
空
缶
に
少
し
中
身
を
残
し
た
り
、
汚
れ

て
い
て
も
出
し
て
い
い
で
す
か
。

Ａ

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
飲
料
が
残
っ
て
い
る

と
、
害
虫
が
発
生
し
た
り
、
腐
敗
し
た
臭
い
が
出

て
、
収
集
場
所
周
辺
の
迷
惑
や
保
管
、
作
業
に
困

り
ま
す
。

必
ず
中
身
を
捨
て
て
、
軽
く
水
洗
い
し
て
水
を

切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の

分
別
⑧

中 尾 陽 子 さん

（三溪)

戸 田 翔 太 さん

（坂本)

平
成
十
九
年
度

朝
桐
奨
学
賞



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

４

３月18、19日の２日間、生比奈小学校体育館に

おいて、地区対抗バスケットボール大会が開催さ

れました。

今大会では、多くの方がバスケットボールを楽

しんでいただけるよう３on３形式の特別ルールで

行いました。大会には、14チーム約60人の方が参

加しました。

例年より１日に行われる試合数が多く、たくさ

んの方が集い、和やかな雰囲気の中、試合が行わ

れました。

決勝戦は、星谷Ｄ対沼江・石原・山西・掛谷Ｂ。

序盤から点の取り合いとなり、ダンクシュートや

３点シュートなど会場を沸かせるプレーが続出。

終盤までもつれた試合となりましたが、46－43と

星谷Ｄが逃げ切り優勝しました。

優 勝 星谷Ｄ

準優勝 沼江・石原・山西・掛谷Ｂ

第36回

優勝

星谷Ｄ
沼江･石原･山西･掛谷Ｃ

星谷Ａ

棚 野

横瀬・与川内Ａ

星谷Ｃ

専門学校Ａ

沼江･石原･山西･掛谷Ｂ

生名Ａ

星谷Ｄ

専門学校Ｂ

沼江･石原･山西･掛谷Ａ

生名Ｂ

星谷Ｂ

横瀬・与川内Ｂ

二
月
十
日
に
沼
江
地
区
と
石
原
地
区
の
間
を
流
れ
る
沼
江

谷
川
の
清
掃
を
沼
江
・
石
原
地
区
の
住
民
約
五
十
人
が
参
加

し
、
草
刈
や
谷
川
内
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
沼
江
谷
川
に
草
な
ど
が
大
量
に
生
え
、
河
床

が
高
く
な
り
大
雨
が
降
っ
た
後
に
は
河
川
の
氾
濫
な
ど
流
れ

に
影
響
し
て
お
り
、
ま
た
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
葦
な
ど

に
引
っ
か
か
り
、
河
川
の
景
観
を
損
ね
て
い
ま
し
た
。

清
掃
を
始
め
る
と
河
川
に
は
、
空
き
缶
や
扇
風
機
な
ど
の

電
化
製
品
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
善
意
の

労
力
で
成
り
立
つ
活
動
で
す
。
多
く
の
方
が
、
清
掃
活
動
に

参
加
し
き
れ
い
で
美
し
い
街
づ
く
り
を
す
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
清
掃
活
動
を
通
じ
で

さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
町
で
は
住
民
の
皆

さ
ま
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
場
合
、
事

前
に
連
絡

〔
勝
浦
町
住

民
課

���������	�
�������

（
４
２
）１
５
０
１
〕

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
ゴ
ミ

袋
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

当
日
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、
沼
江
・
石
原
地

区
の
住
民
の
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沼江谷川
清掃ボランティア活動

地区対抗

バスケットボール大会
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平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

５

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
採
用
試
験

一
般
大
学
等
出
身
の
幹
部
自
衛
官
候
補
者
。

採
用
と
共
に
陸
・
海
・
空
曹
長
に
任
命
さ
れ
、

幹
部
候
補
生
と
し
て
約
一
年
間
の
教
育
を
受

け
た
後
、
三
等
陸
・
海
・
空
尉
（
大
学
院
修

士
課
程
修
了
者
は
二
尉
）
に
昇
任
し
、
幹
部

自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
二
十
歳
以
上
二
十
六

歳
未
満
の
者
（
二
十
二
歳
未
満
の
者
は
大

学
卒
）
大
学
院
修
士
取
得
（
見
込
含
）
は

二
十
八
歳
未
満
の
も
の

受
験
区
分

受

付

四
月
一
日

～
五
月
十
二
日

一
次
試
験

五
月
十
七
日

・
十
八
日

（
十
八
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

筆
記
試
験

一
般
教
養
（
択
一
）

専
門
（
択
一
、記
述
）

一
次
試
験
合
格
発
表

六
月
六
日

二
次
試
験

六
月
十
七
日

～
二
十
日

の
う
ち
指
定

す
る
一
日

小
論
文
、
口
述
、
身
体
検
査

（
飛
行
要
員
希
望
者
は
、三
次
試
験
七
月
十

六
日

～
八
月
二
日

）

最
終
合
格
発
表

陸
上

八
月
四
日

海
上

八
月
二
十
二
日

航
空

九
月
二
日

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
採
用
試
験

受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
専
門
の
大
学
を
卒
業

（
見
込
含
）
し
た
者
で
あ
り
、
歯
科
は
二

十
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
者
、
薬
剤
科
は

二
十
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
者
（
薬
剤

修
士
学
位
取
得
者
は
二
十
八
歳
未
満
）

受
験
区
分

陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛

隊
（
歯
科
幹
部
候
補
生
ま
た
は
薬
剤
科
幹

部
候
補
生
）

受

付

四
月
一
日

～
五
月
十
二
日

一
次
試
験

五
月
十
七
日

筆
記
試
験

一
般
教
養
（
択
一
）

専
門
（
択
一
、記
述
）

一
次
試
験
合
格
発
表

六
月
六
日

二
次
試
験

六
月
十
七
日

～
二
十
日

の
う
ち
指
定

す
る
一
日

小
論
文
、
口
述
、
身
体
検
査

最
終
合
格
発
表

陸
上
・
航
空

八
月
四
日

海
上

八
月
二
十
二
日

自
衛
官
募
集

（
一
般
幹
部
候
補
生
等
）

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

わ
ん
ぱ
く
教
室
は
お
子
様
と
保
護
者

の
方
が
保
育
所
に
き
て
、
育
児
に
つ
い

て
の
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
、
保
育
所

の
お
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
い
き
ま
せ

ん
か
？

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
車
の
方
は
で
き
る
だ
け
乗

り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
方

は
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
お
越
く
だ
さ

い
。

育
児
相
談

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
よ

る
悩
み
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育

て
の
こ
と
で
困
る
こ
と
や
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

４月30日 23日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し

ま
し
ょ
う

★
四
月
生
の
お
友
達
の
お
誕
生
会

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
二
〇
〇
八
年

度
の
受
付
と
説
明

★
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

★
保
育
所
の
お
友
達
と
園
庭
で

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

航
空
自
衛
隊

海
上
自
衛
隊

陸
上
自
衛
隊

一
般
幹
部
候
補
生

技
術
幹
部
候
補
生

一
般
幹
部
候
補
生

一
般
幹
部
候
補
生

飛
行
要
員

一
般
要
員

飛
行
要
員

一
般
要
員

一
般
要
員

��
��

４月

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

６

平
成
二
十
年
五
月
一
日
か
ら
、
戸
籍
の

証
明
や
住
民
票
を
取
得
す
る
と
き
に
、
本

人
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

戸
籍
の
証
明
書
に
は
、
結
婚
し
た
こ
と

や
離
婚
し
た
こ
と
な
ど
、
ま
た
住
民
票
に

は
、
住
所
や
生
年
月
日
、
性
別
な
ど
の
個

人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
他
人
に
な
り
す
ま
し

た
り
、
う
そ
を
言
っ
た
り
し
て
、
他
人
の

戸
籍
の
証
明
書
や
住
民
票
を
取
得
す
る
と

い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
戸
籍
や
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た

大
切
な
個
人
情
報
を
守
る
た
め
、
窓
口
に

来
ら
れ
た
方
（
代
理
人
も
含
む
）
に
つ
い

て
、
運
転
免
許
証
等
で
本
人
で
あ
る
こ
と

の
確
認
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
で
戸
籍
の
証
明
書
や
住
民

票
を
取
得
す
る
と
き
に
も
、
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
の

コ
ピ
ー
を
同
封
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

●

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
に

該
当
さ
れ
る
方

平
成
二
十
年
度
の
介
護
保
険
料
額
の
算

定
は
、
六
月
に
前
年
度
所
得
が
確
定
し
て

か
ら
と
な
る
た
め
、
四
月
、
六
月
、
八
月

に
特
別
徴
収
さ
れ
る
介
護
保
険
料
は
仮
算

定
と
し
て
、
平
成
十
九
年
二
月
の
保
険
料

と
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。(

初
め
て
特
別

徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
の
仮
算
定
額
は
、

平
成
十
九
年
の
保
険
料
段
階
額
の
六
分
の

一
と
な
り
ま
す)

平
成
二
十
年
度
の
確
定
通
知
は
七
月
に

送
付
し
、
保
険
料
額
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
十
月
以
降
の
保
険
料
で
調
整
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）に

該
当
さ
れ
る
方

普
通
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
の
平
成
二

十
年
度
分
保
険
料
は
、
前
年
度
所
得
確
定

後
に
保
険
料
を
決
定
し
七
月
に
通
知
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

介
護
保
険
係

（
４
２
）１
５
０
２

介
護
保
険
第
一
号

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

勝
浦
町
・
上
勝
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
及
び
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
加
入

世
帯
で
利
用
で
き
る
、
テ
レ
ビ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
楽
ビ
ジ
ョ

ン
番
組
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
操
作
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
種
説
明
書
ま
た
は
二
〇
〇
七
年

広
報
か
つ
う
ら
八
月
号
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
地
域
情
報
セ
ン
タ

（
０
１
２
０
）９
６
０
１
３
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｉ
Ｐ
０
５
０（
３
４
３
８
）９
８
７
７

〈
受
付
時
間
〉

午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
平
日
）

※
右
記
以
外
の
時
間
帯
は
、
留
守
番
電

話
で
受
付
し
、
折
り
返
し
て
連
絡
・

対
応
と
な
り
ま
す
。

・
勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

タイトル 公開日 内 容 番 組 名

メタボリックシ
ンドロームを防
ぐために

公開中

平成19年11月10日、農村環境改善センターで行われた第17
回勝浦町健康・福祉まつりでの講演の内容です。
演題：「メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）を防ぐために」
講師：国民健康保険勝浦病院 院長 平賀 隆先生

イベント

生活習慣病予防
のウォーキング

公開中

平成19年11月10日、農村環境改善センターで行われた第17
回勝浦町健康・福祉まつりでの講演の内容です。
演題：「生活習慣病予防のウォーキング」
講師：京都大学非常勤講師・医学博士 岡本香代子先生

イベント

第22回国民文化
祭人形フェスティ
バルin勝浦

公開中
平成19年10月27日から11月4日まで、人形文化交流館を中心
に行われた「第22回国民文化祭 人形フェスティバルin勝
浦」の内容です。

イベント

2008 勝浦町人権
フェスティバル

４月
上旬

平成20年２月27日、農村環境改善センターで行われた2008
勝浦町人権フェスティバルの概要版です。
劇団カッパ座による「命の尊さ」をテーマにした芝居やア・
カペラ・グループPYLON（ぱいろん）による“原点にして究
極”の音楽 音楽で人の輪と題した講演会が行われました。

イベント

五
月
一
日
か
ら

本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

楽
ビ
ジ
ョ
ン
動
画

番
組
案
内

��
��

��
��



はぐくみ
クラブ行事

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

７

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸

し
付
け
し
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
一
日

～
十
八
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生

（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
十
八
日（

土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）

２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
四
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

平
成
二
十
年
度
は
四
月
二
十
二
日
か
ら

活
動
を
始
め
ま
す
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

三
月
の
活
動
報
告

三
月
は
ひ
な
ま
つ
り
パ
ー
テ
ィ
と
お
別

れ
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。
ひ
な
ま
つ
り

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
に
生

ク
リ
ー
ム
や
お
ひ
な
さ
ま
、
ひ
し
餅
の
砂

糖
菓
子
を
好
き
な
よ
う
に
デ
コ
レ
ー
ト
し

て
い
き
ま
し
た
。
顔
に
生
ク
リ
ー
ム
が
つ

い
て
し
ま
っ
た
り
、
途
中
で
食
べ
て
し
ま

う
子
も
い
て
み
ん
な
大
騒
ぎ
。

お
別
れ
遠
足
は
、
阿
南
の
西
部
公
園
に

行
き
ま
し
た
。

春
の
日
差
し
が
と
て
も
気
持
ち
よ
く
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
に
す
べ
り
台
を
す

べ
っ
た
り
お
弁
当
を
食
べ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

※
十
九
年
度
の
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http://blog.goo.ne.jp/hagukumi

―2006

４月行事予定

22日

子
ど
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

昨
年
も
大
盛
況
だ
っ
た
フ

リ
マ
第
二
弾
！

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

子
ど
も
服
・
お
も
ち
ゃ
な
ど

を
持
ち
寄
っ
て
フ
リ
マ
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
？

平
成
二
十
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
二
十
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
金
に
つ
い
て

４月

▲ケーキを

つくりました

ひなまつりケーキ

�



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

８

勝
浦
町
立
学
校
施
設
（
体
育
館
・
運
動
場
）

の
使
用
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

開
放
施
設

生
比
奈
小
学
校
・
横
瀬
小
学
校
・
勝
浦
中

学
校
の
各
体
育
館
お
よ
び
運
動
場
（
ナ
イ

タ
ー
施
設
を
含
む
）

申
請
受
付
日

・
四
月
三
日

午
前
十
時

勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入

し
て
い
る
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

四
月
三
日

午
後
二
時

勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

勝
浦
町
体
育
協
会
所
属
の
各
ク
ラ
ブ

・
四
月
四
日

午
前
十
時

そ
の
他
一
般

申
請
場
所

勝
浦
町
教
育
委
員
会
二
階
視
聴
覚
室

使

用

料
午
後
五
時
か
ら
八
時
…
無

料

午
後
八
時
か
ら
十
時

体
育
館

三
百
円
／
時
間
・
一
面

運
動
場
（
ナ
イ
タ
ー
施
設
含
む
）

七
百
円
／
時
間
・
一
面
又
は

三
百
円
／
時
間
・
全
面

使
用
可
能
者

勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

勝
浦
町
体
育
協
会

そ
の
他
（
町
内
に
在
住
、
在
勤
又
は
在

学
す
る
者
が
十
人
以
上
の
団
体
を
構
成

し
、
か
つ
監
督
者
と
し
て
成
人
が
含
ま

れ
る
こ
と
）

持
参
す
る
も
の

印
鑑

そ
の
他

今
回
の
受
付
は
、
四
月
三
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
の
使
用
期
間
の
受
付
と
し
、
受
け

付
け
た
日
数
の
使
用
料
は
全
額
前
納
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
受
付
を
し
な

く
て
も
、
施
設
の
空
い
て
い
る
日
で
あ
れ
ば
、

使
用
希
望
の
二
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
使
用
可
能
で
す
。
（
そ
の
場
合

で
も
、
前
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

な
お
、
耐
震
工
事
中
で
あ
り
ま
し
た
勝
浦

中
学
校
体
育
館
は
、
工
事
が
終
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
使
用
で
き
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
縦
覧
台
帳
（
以
下
「
縦
覧
台

帳
」
と
い
う
）
を
、
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
台
帳
で
土
地
・
家
屋
の
評
価
が
適
正

に
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
家
屋
を
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
等
さ

れ
た
方
は
、
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所

縦
覧
期
間

四
月
一
日

～
六
月
三
十
日

ま
で

平
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で

※
土
曜･

日
曜･

祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

ご
み
減
量
化
を
進
め
る
た
め
に
、
購
入
補

助
金
制
度
の
申
請
を
次
の
と
お
り
受
付
を
い

た
し
ま
す
。

受
付
期
間

四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

補
助
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

肥
料
化
お
よ
び
減
量
化
さ
れ
た
も
の
を
処

理
で
き
る
方

補
助
金
の
額

一
世
帯
に
つ
き1

台
ま
で

購
入
額
の
三
分
の
二
を
補
助
（
千
円
未
満

端
数
切
捨
）
た
だ
し
、
四
〇
、
〇
〇
〇
円

を
限
度
と
す
る

※
予
算
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
）
の

半
額
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す

申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
月
下
旬
に
、

保
健
部
長
さ
ん
か
ら
回
覧
を
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

健
康
づ
く
り
の
生
活
の
上
で
大
切
な
食
生

活
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
、
実
践
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
現
在
十
七
人
の
方
が
加
入
し
楽

し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
会
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

対
象
者

勝
浦
町
民
の
男
性
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
回
数

年
間
六
回
（
偶
数
月
の
第
三
土
曜
日
）

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

経

費

初
回
加
入
時

三
千
円
必
要

内

容

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
実
習

を
主
に
行
い
ま
す
。

＊
参
加
希
望
者
は
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

申
込
先

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

心身の発育や発達に関する必要

な相談を次のとおり実施します。

４月24日 午後２:00～

勝浦町住民福祉センター１階

小松島療育センター

吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込

みが必要になります。４月７日

までに勝浦町福祉課保健師へ

申し込み予約をしてください。

予約がない方については、当日

は受けれません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

ＩＰ 050（3438）7441

勝
浦
町
立
学
校
施
設

（
小
中
学
校
体
育
館
・
運
動
場
）

の
前
期
利
用
申
請
受
付

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

男
の
料
理
教
室
会
員
募
集

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購

入
補
助
金
の
お
知
ら
せ

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設しています！



平
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年
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徳
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地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
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タ
二
〇
〇
八
in
と
く
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開
催
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勝
浦
町
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サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

９

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す
！

ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

期

間

四
月
六
日

～

四
月
十
五
日

ま
で

運
動
重
点

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

道
路
横
断
中
の
子
ど
も
や

高
齢
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車

乗
用
中
の
子
ど
も
や
高
齢
者

の
保
護
を
図
る
な
ど
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
発
生
時
に
お

け
る
被
害
の
防
止
・
軽
減
を
図
る
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
を

認
識
し
、
着
用
を
徹
底
し
よ
う
。

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
の
危
険
性
（
す
ぐ
に
止
ま
れ
な
い
。

倒
れ
や
す
い
。
発
見
さ
れ
に
く
い
。
）
や
乗

り
方
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
認
識
し
、
安
全
利

用
に
努
め
よ
う
。
ま
た
、
二
人
乗
り
・
飲
酒

運
転
・
無
灯
火
・
傘
差
し
・
携
帯
電
話
使
用

な
ど
の
危
険
運
転
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
自

覚
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
も
含
め
「
飲
酒

運
転
は
絶
対
し
な
い
。
」
と
い
う
意
識
の
徹

底
を
図
り
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
思
い
や
り
運
転
の
励
行

交
差
点
で
の
信
号
の
遵
守
、
一
時
停
止
場

所
に
お
け
る
確
実
な
一
時
停
止
、
さ
ら
に
は

運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止
な
ど
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
を
徹
底
し
よ
う
。

高
齢
者
の
特
性
を
理
解
し
、
高
齢
運
転
者

標
識
を
表
示
し
た
自
動
車
へ
の
幅
寄
せ
や
割

り
込
み
を
せ
ず
、
常
に
思
い
や
り
を
も
っ
た

運
転
に
心
掛
け
よ
う
。

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

ス
ト
ー
カ
ー
、
悪
質
商
法
、
薬
物
、
け
ん

銃
、
廃
棄
物
、
性
犯
罪
、
交
通
関
係
等
、
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

犯
罪
被
害
で
心
に
悩
み
な
ど
あ
る
方
は
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
警
察
犯
罪
被
害
者
相
談
所

（
６
５
６
）
８
０
８
０

四･

五
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

４
月
９
日

三
好
警
察
署

４
月
24
日

阿
南
警
察
署

５
月
14
日

徳
島
西
警
察
署

５
月
22
日

阿
南
警
察
署

初
心
者
講
習

４
月
２
日

小
松
島
警
察
署

※
５
月
は
あ
り
ま
せ
ん

平
成
二
十
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、
平

成
二
十
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
手
続
を
、
「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険

料
申
告
書
」
に
よ
り
五
月
二
十
日

ま

で
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

年
度
更
新
に
つ
い
て
は
、
徳
島
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室

０
８
８（
６
５
２
）９
１

４
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

５
月

４
月

８
日

29
日

10
日

24
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
県
民
交
通
安
全
の
日
」

高
齢
者
等
に
や
さ
し
く
す
る
日
↓
毎
月
５
日

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
デ
ー
↓
毎
月
10
日

県
民
交
通
安
全
参
加
日
↓

毎
月
20
日

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ
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平成20年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

登録料 3,000円 注射料 3,000円

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受けるようにしてください。

の登録と狂犬病予防注射のお知らせ

飼い犬は生涯に１回の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を

受けましょう。

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していませんが、

外国では発生例が伝えられています。外国から

の輸入動物が多い現在、狂犬病も感染する恐れ

があります。

犬の生涯１回の登録

犬を飼い始めたときやまだ登録を受けていな

い場合は、登録を受けましょう。

１度登録するとその犬の生涯に有効です。

死亡届と変更届

また、犬が死亡したときや犬の住所が変わっ

たときは最寄の市町村長を経由して知事に変更

届をすることが義務づけられています（違反し

た場合は未登録、未注射と同様に罰則が適用さ

れます）。

毎年１回の狂犬病予防注射

狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければな

りません。（犬の体調が悪いとき、治療中の病気

があるときは、あらかじめ獣医師に相談してく

ださい）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 42－1501

月日 場 所 時 間

４

月

７

日

坂 本 黄 檗 橋 午前 ９:00～９:15

坂 本 郵 便 局 前 ９:20～９:35

坂本大師前停留所 ９:40～９:45

旧JA坂本事業所前 ９:50～10:05

与川内消防詰所前 10:15～10:25

旧JA与川内事業所前 10:30～10:40

勝浦町農村環境改善センター前 10:45～11:00

徳バス横瀬営業所前 11:05～11:20

横 瀬 集 会 所 前 11:25～11:40

J A 勝 浦 支 所 前 11:45～12:00

４

月

８

日

星谷運動公園公衆便所 午前 ９:00～９:15

森内 智さん宅横 ９:25～９:35

勝 浦 会 館 ９:40～９:50

大森良樹さん宅南 ９:55～10:05

今 宮 神 社 前 10:10～10:20

勝 浦 町 役 場 前 10:30～10:45

中 山 権 現 橋 10:55～11:10

中 山 消 防 詰 所 前 11:15～11:30

横 瀬 駐 在 所 前 11:35～11:50

旧ＮＴＴ勝浦支店前 11:55～12:05

４

月

９

日

石 田 亨 さ ん 宅 横 午前 ９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:20～９:30

古 山 商 店 横 ９:35～９:45

田 中 屋 食 堂 南 ９:50～10:00

J A 生 比 奈 支 所 前 10:05～10:20

勝浦町農村婦人の家 10:25～10:40

福 山 隆 さ ん 宅 横 10:45～10:55

地 福 寺 入 口 11:00～11:10

生 名 東 林 庵 横 11:15～11:35

生 名 セ ン タ ー 前 11:40～11:55

平成20年度 狂犬病予防注射日程表

犬
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こんな時は国保へ届け出を！

必ず 以内に役場受付窓口へ届け出ましょう!! 問い合わせ先 勝浦町総務税務課 42-150314日

こ ん な 時 届け出に必要なもの

そ

の

他

退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書

同じ市町村で住所が変わったとき

印鑑、保険証
世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、いっしょになったとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき

（あるいは汚れて使えなくなったとき）

印鑑、身分を証明するもの

（使えなくなった保険証等）

国
保
を
や
め
る
時

職場の健康保険に入ったとき 印鑑、国保と職場の健康保険の両方の保険証

（後者が未交付の時は加入したことを証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

国
保
に
入
る
時

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、職場の健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印鑑、被扶養者ではない理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

外国人が入るとき 外国人登録証明書

※平成19年分の申告を済ませていない方は、速やかに申告を済ませてください。

新しい国保証は、３月末に各世帯主宛に届いているはずですが、配達記録郵便で送りましたので、留守

等のため届いていない場合や、直接お渡しするケースの分は勝浦町総務税務課で預かっていますので、受

け取りにお越し下さい。

新しい国保証の有限期限は平成21年７月31日となりますが、世帯の中に満75歳になる人がいる場合には、

その人の誕生日の前日までが有効期限となりますので、勝浦町役場まで有効期限の変更においでください。

古い期限切れの国保証等は各家庭で廃棄処分していただいて差し支えありません。

※平成20年４月１日から始まる「後期高齢者医療制度（老人保健）」の役場窓口業務は

福祉課から総務税務課に変わります。

特定健診でメタボリックシンドローム対策を!

がんや心臓病、脳卒中といった生活習慣病は、増加を続ける医療費

の多くを占めています。生活習慣病のおおもととなるメタボリックシ

ンドロームの早期発見・改善を目的に、40～74歳までの人を対象に、

特定健診・特定保険指導が行なわれます。

◎勝浦病院では、５月から特定健診の予約受付を開始します。
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国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。

しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が

一定額以下の場合、保険料に納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

■対象となる学生
大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校（知事の認可を受け

ている学校で修業年限が１年以上である課程）に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年の所

得が118万円以下であるとき。

■手続き
在学証明または学生証の写し、年金手帳、印鑑をお持ちになり、住民登録をしている市町村役場

国民年金担当窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。）

■承認を受けた期間
学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎年金または遺

族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に

算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

■保険料の追納制度
承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなりま

す。このため、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納付することができる「追納

制度」があります。なお、保険料の免除若しくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して３年

度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ政令で定め

る額が加算されます。

学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか？

国 民 健 康 保 険 あなたの医療費はみなさんの

保険税で支えられています。

●70～74歳の国民健康保険の加入者の方へ 窓口負担が１割に据え置かれます
医療制度改革により、平成20年４月から窓口負担２割とすることとされていましたが、平成20年４月から平

成21年３月まで１年間、１割に据え置かれます。

支払っていただく医療費の１ヵ月あたりの限度額についても、従前のまま据え置かれます。

●75歳以上の方と同居する国民健康保険加入者へ
後期高齢者医療制度創設にともなって国民健康保険の保険料等が軽減されます
平成20年４月以降、75歳以上の方は、後期高齢者医療制度に移行し、新制度の保険料を納めることになりま

す。それにともなって、国民健康保険に引き続き加入する方の保険税負担が急に増えることがないように、国

保被保険者の保険料については、次のような軽減を受けることができます。

75歳以上の方が後期高齢者医療制度、

75歳未満の方が国民健康保険に加入

することになる場合

例

国民健康保険
被保険者

夫（76歳）妻（72歳）

後期高齢者
医療制度
被保険者

夫（76歳）

国民健康保険
被保険者

妻（72歳）

75歳以上の方が被用者保険から後期高齢者

医療制度に移行することにより、被扶養者

（65～74歳）が国民健康保険に加入する場合

①所得の低い方の国保保険料の軽減について
保険料の軽減を受けている世帯は、世帯構成や収入が変わらなければ、５年間今までと同じ軽減を受けること
ができます。

②世帯割で賦課される国保保険料の軽減について
国民健康保険の被保険者が１人となる場合には５年間、世帯割りで賦課される保険料が半額になります。

新たに国民健康保険に加入し、国保保険料を納めることになった方については、市町村の窓口に申請いただけ
れば、２年間、被保険者１人あたりで賦課される保険料が半額に、さらに、被保険者が１人の場合には、世帯別
で賦課される保険料も半額になります。

例

会社の健康保険
被保険者（夫）と

被保険者（妻）

夫（76歳）妻（72歳）

後期高齢者
医療制度

被保険者

夫（76歳）

国民健康保険
被保険者

（新たな保険料負担）

妻（72歳）
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国民年金に任意加入していなかったことにより障害年金を受給していない障害者の方について、福

祉的措置として「特別障害給付金」が支給されます。この給付金は請求書を受付した月の翌月分から

の支給となりますので、請求手続きがお済みでない方は、お早めに請求書を提出してください。

また、特別障害給付金の対象者は

●平成３年３月以前の国民年金任意対象であった学生

●昭和61年３月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金や共済組合等に加入していた方の

配偶者

であって、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の１・２級相当の障

害の状態にある方。ただし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当する方に限られます。

特別障害給付金の請求はお済みですか？

就職や退職、結婚などで加入者の種別が変わったときは、14日以内に手続をすることが必要です。

届け出をしなかったために、将来の年金額等に影響が出る場合がありますので、必要な手続は早急に

済ませましょう。

■国民年金の加入者は３つの種別で分けられます

第１号被保険者………自営業、学生など（第２号、第３号被保険者以外の方）

第２号被保険者………会社員などの厚生年金保険・共済組合等の加入者

第３号被保険者………会社員など（第２号被保険者）に扶養されている配偶者

■種別が変わるときには届出が必要です

現在の種別 種 別 の 変 わ る 事 由 変更後の種別 必要な届け出 届け出先

第 １ 号

就職して厚生年金か共済組合に加入した 第２号 資格喪失届 事業所

会社員と結婚して被扶養配偶者になった 第３号 種別変更届 事業所

夫が就職して、被扶養配偶者になった 第３号 種別変更届 事業所

第 ２ 号

転職して自営業になった
（被扶養配偶者も第１号被保険者になります）

第１号
資格取得届

（種別変更届）
市町村役場

会社を退職して自営業者の妻になった 第１号 資格取得届 市町村役場

会社を退職して会社員の被扶養配偶者になった 第３号 資格取得届 事業所

第 ３ 号

夫が会社を退職した 第１号 種別変更届 市町村役場

会社員の夫と離婚した 第１号 種別変更届 市町村役場

収入が増え、被扶養配偶者でなくなった 第１号 種別変更届 市町村役場

夫が亡くなった 第１号 種別変更届 市町村役場

会社に就職して被扶養配偶者でなくなった 第２号 資格喪失届 事業所

夫が転職し、厚生年金から共済組合または共済組
合から厚生年金に変わった

第３号 種別確認届 事業所

未 加 入
会社などに勤めていない人 第１号 資格取得届 市町村役場

20歳未満で就職し、厚生年金か共済組合に加入した 第２号 届出不要 ―

※妻が会社員などで、夫がその被扶養配偶者のときは、「妻」と「夫」を読み替えてください。

国民年金の手続き（ ）はお済みでしょうか？種別・変更
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僕
の
怒
り
は
、
誰
に
も
止
め
ら
れ
な
い
。

で
も
、
怒
り
だ
け
で
は
、
差
別
は
な
く
な

ら
な
い
。
僕
は
、
今
ま
で
道
徳
の
時
間
や
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
差
別
に
対
す
る

学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
年

生
に
な
っ
て
「
差
別
が
悪
い
こ
と
は
十
分

わ
か
っ
て
い
る
」
も
う
、
こ
ん
な
勉
強
な

ん
か
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
帰
り
の
学
活
の
時
に
、
「
差

別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
」

と
は
何
か
と
い
う
質
問
を
さ
れ
た
。
僕
は
、

何
を
急
に
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
を
質
問
し

よ
ん
だ
ろ
う
か
と
、
真
剣
に
考
え
よ
う
と

し
な
か
っ
た
。

晩
ご
飯
の
と
き
、
母
さ
ん
が
、
僕
が
し

ん
ど
そ
う
に
し
て
い
る
の
を
感
じ
た
の
か
、

「
辛
い
こ
と
は
み
ん
な
あ
る
よ
。
く
よ
く

よ
せ
ら
れ
ん
よ
」
と
言
葉
を
か
け
て
き
た
。

僕
は
、
何
の
返
答
も
せ
ず
、
た
だ
、
ご
飯

を
食
べ
た
。

僕
は
、
今
ま
で
差
別
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
勉
強
し
て
き
た
け
れ
ど
、
本
当
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
僕
は
、

部
落
差
別
か
ら
逃
げ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
僕
は
先
輩
や
家

族
か
ら
部
落
差
別
に
つ
い
て
の
体
験
談
を

何
度
と
な
く
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か

す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
、
部
落
差
別
を
な

く
し
て
い
く
人
間
だ
と
誤
解
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
母
さ
ん
は
、
昔
、
大
阪

で
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
、
ひ
ど
い
差
別

に
あ
っ
た
。
で
も
母
さ
ん
は
、
逃
げ
ず
に

差
別
す
る
人
に
向
か
っ
て
自
分
は
、
何
も

悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
と
は
っ
き
り
と

答
え
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
差
別
は
止
ま

る
こ
と
は
な
く
続
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
か

ら
後
の
こ
と
は
話
し
て
く
れ
な
い
が
、
僕

は
、
母
さ
ん
の
弱
虫
と
思
っ
た
。
僕
は
、

母
さ
ん
を
苦
し
め
た
部
落
差
別
を
許
さ
な

い
。
差
別
を
す
る
こ
と
の
醜
さ
を
わ
か
っ

て
も
ら
う
と
同
時
に
、
職
場
で
大
切
な
こ

と
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く
助
け
合
う
こ
と

だ
と
母
さ
ん
の
話
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

「
差
別
が
悪
い
こ
と
は
、
み
ん
な
わ
か
っ

と
る
。
」
け
ど
、
み
ん
な
差
別
す
る
。
今

の
世
の
中
、
正
し
い
こ
と
が
、
場
合
に
よ
っ

て
悪
い
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る
時
が
あ
る
。

こ
ん
な
間
違
っ
た
世
の
中
を
正
し
く
い
く

た
め
に
も
、
僕
は
差
別
と
闘
い
、
な
く
し

て
い
く
行
動
を
す
る
。

あ
る
日
、
友
達
が
今
日
の
学
習
会
を
さ

ぼ
ら
ん
か
と
言
っ
て
き
た
。
僕
は
何
い
よ

ん
な
。
と
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た
時
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
今
思
え
ば
、
こ
れ
で
は
、

母
さ
ん
と
同
じ
で
な
い
か
と
反
省
し
、
こ

れ
か
ら
は
、
な
ん
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
言

う
の
か
、
学
習
会
が
何
の
た
め
に
あ
る
の

か
を
友
達
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。

今
、
中
学
三
年
生
。
自
分
の
権
利
と
責

任
、
権
利
と
義
務
の
関
係
を
勉
強
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
怒
り
だ
け
で
は
、
差
別
が

な
く
な
ら
な
い
こ
と
に
母
さ
ん
の
体
験
談

と
重
な
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

怒
る
だ
け
で
は
、
相
手
の
人
は
僕
の
言

う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
。
怖
が
っ
て
、

「
わ
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
」
と
言
葉
だ
け

で
謝
る
だ
け
や
。

も
う
寝
る
頃
で
あ
る
。
今
日
の
帰
り
の

学
活
の
時
の
質
問
に
つ
い
て
、
僕
な
り
に

考
え
る
気
に
な
っ
て
き
た
。
差
別
を
な
く

す
力
か
、
ま
ず
、
相
手
を
説
得
す
る
だ
け

の
知
識
が
い
る
し
な
あ
、
説
明
す
る
た
め

の
力
も
い
る
し
…
。
」
そ
う
考
え
る
と
、

怒
り
か
ら
行
動
せ
な
あ
か
ん
と
気
持
ち
が

変
わ
っ
て
き
た
。
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、

簡
単
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
今
ま
で
、
差
別
に

つ
い
て
の
ビ
デ
オ
学
習
や
、
調
べ
学
習
だ

け
だ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
、
な
く
し

て
い
く
た
め
の
力
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
っ

と
国
語
の
時
の
、
言
葉
の
発
音
や
、
文
法

に
も
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

差
別
す
る
人
は
、
日
本
人
だ
け
や
な
い
、

外
国
人
と
日
本
人
の
場
合
も
あ
る
。
だ
か

ら
英
語
で
も
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な

あ
か
ん
。
こ
れ
は
、
今
の
僕
に
は
無
理
や

け
ど
、
今
の
僕
は
、
差
別
に
対
す
る
怒
り

か
ら
な
く
し
て
い
く
行
動
を
み
ん
な
も
っ

と
も
っ
と
考
え
、
身
に
付
け
て
い
く
。
だ

か
ら
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
。

結
局
、
あ
の
「
西
光
万
吉
」
さ
ん
と
仲

間
た
ち
は
、
水
平
社
宣
言
と
い
う
も
の
す

ご
い
こ
と
を
や
っ
た
。
日
本
の
人
権
宣
言

と
い
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
今
の
僕
に

あ
れ
だ
け
説
得
力
の
あ
る
宣
言
文
は
、
作

れ
な
い
。
で
も
、
作
れ
な
い
か
ら
諦
め
る

の
で
は
な
く
、
僕
の
差
別
を
な
く
し
て
い

く
行
動
を
も
っ
と
も
っ
と
積
極
的
に
実
行

し
て
い
き
、
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間

に
光
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
が
訴
え
て
い
る

世
の
中
の
幸
せ
に
つ
い
て
部
落
差
別
だ
け

で
な
く
、
女
性
、
「
障
害
」
者
、
外
国
人

差
別
な
ど
も
な
く
し
て
い
く
取
り
組
み
を

怒
り
か
ら
、
相
手
に
納
得
し
て
も
ら
う
だ

け
の
行
動
を
し
て
、
一
日
も
早
く
、
差
別

が
な
く
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
み
ん

な
の
前
で
誓
い
た
い
。
だ
か
ら
、
み
ん
な

も
協
力
し
て
一
緒
に
差
別
を
な
く
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

怒
り
か
ら
行
動
へ

平
成
十
五
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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亡
き
母
の
声
な
つ
か
し
い
ビ
デ
オ
見
る

横
瀬

呑

口

久

子

謎
か
け
て
あ
な
た
の
心
確
か
め
る

横
瀬

桜

木

千

代

内
心
は
見
か
け
程
に
は
強
く
な
い

横
瀬

日

下

美

里

な
だ
め
て
も
さ
す
っ
て
も
駄
目
痛
む
足

久
国

美

馬

真

由

泣
き
寝
入
り

の
涙
を
そ
っ
と
撫
で

立
川

前

田

千

恵

懐
か
し
い
友
の
便
り
に
長
電
話

横
瀬

西

蔭

達

男

何
見
て
も
勿
体
な
い
で
嫌
わ
れ
る

立
川

堀

梅

子

な
る
程
と
感
心
す
れ
ど
真
似
出
来
ず

横
瀬

前

田

好

月

な
ぜ
だ
ろ
う
人
の
命
が
軽
く
な
る

久
国

美

馬

真

由

〈
評
〉
殺
人
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
く
出
る
。
事

情
が
ど
う
あ
れ
人
の
命
を
軽
く
見
過
ぎ
る
。
社

会
の
乱
れ
か
教
育
問
題
か
。
残
念
な
時
代
と
思

う
。

な
ご
や
か
な
ひ
と
年
願
う
初
日
の
出

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
初
日
の
出
を
拝
み
今
年
一
年
和
や
か
な
年

を
と
か
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
る
。
計
画
を
組

ん
で
い
た
が
こ
の
際
改
め
て
腹
を
締
め
な
お
し

た
い
。

何
気
な
い
言
葉
の
中
に
あ
る
温
み

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
お
付
き
合
い
で
あ
の
人
は
良
い
人
だ
と
か

思
う
。
兄
弟
や
親
子
の
よ
う
に
交
際
を
深
め
る

人
も
。
常
に
温
か
い
気
持
ち
が
世
の
中
丸
く
す

る
。

邪
魔
だ
っ
た
杖
が
今
で
は
頼
り
で
す

立
川

前

田

千

恵

モ
ン
ゴ
ル
へ
持
っ
て
行
き
た
い
国
技
館

中
山

山
下
ふ
さ
を

笑
顔
よ
し
幸
を
次
々
連
れ
て
く
る

棚
野

殿

川

早

苗

四
苦
八
苦
見
栄
は
っ
て
い
る
老
い
の
意
地

横
瀬

呑

口

久

子

懐
メ
ロ
に
残
る
昭
和
が
温
か
い

生
名

岩

本

敏

子

初
夢
は
万
円
札
を
ご
み
に
出
す

棚
野

島

つ
と
む

楽
し
い
こ
と
考
え
て
い
る
よ
い
笑
顔

棚
野

殿

川

早

苗

ま
あ
ま
あ
の
暮
し
ゆ
っ
く
り
仕
舞
風
呂

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

山
盛
り
に
注
い
で
こ
ぼ
さ
ぬ
父
の
酒

中
山

山
下
ふ
さ
を

と
っ
て
お
き
の
踊
り
祝
い
の
席
で
舞
う

横
瀬

前

田

好

月

嫁
か
ら
の
荷
物
わ
く
わ
く
開
け
て
ま
す

横
瀬

中

田

万

里

歩
く
癖く

せ

自
分
は
わ
か
ら
ぬ
靴
の
禿ち

び

坂
本

平

尾

智

男

孫
可
愛
い
初
の
曾
孫
は
な
お
可
愛
い

横
瀬

西

蔭

達

男

長
ば
な
し
村
の
情
報
寄
せ
集
め

横
瀬

日

下

美

里

無
い
で
す
ね
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
の
当
り
券

坂
本

平

尾

智

男

家
族
み
な
隠
し
持
っ
て
る
宝
く
じ

横
瀬

中

田

万

里

切
り
札
を
持
た
な
い
母
が
い
つ
も
勝
つ

棚
野

田

中

思

葦

出
る
杭
に
拍
手
を
し
た
い
時
も
あ
る

棚
野

田

中

思

葦

孫
か
ら
の
優
し
電
話
に
湧
く
元
気

中
角

花

岡

福

枝

離
れ
住
む
子
思
う
宵
に
ベ
ル
の
音ね

が

中
角

花

岡

福

枝

栄
養
を
補
う
老
い
の
広
辞
苑

生
名

岩

本

敏

子

〈
評
〉
い
く
つ
に
な
っ
て
も
辞
書
を
片
手
と
は
い

い
こ
と
だ
。
年
寄
る
と
思
い
込
み
や
度
忘
れ
が

間
違
い
を
起
こ
し
て
い
る
。
良
い
習
慣
は
続
け

た
い
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
よ
も
ぎ
の
餅
が
邪
魔
を
す
る

横
瀬

桜

木

千

代

〈
評
〉
最
近
メ
タ
ボ
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
よ
く
聞

く
。
こ
れ
等
が
旬
の
美
味
し
い
物
を
押
え
る
よ

う
だ
。
欲
し
い
物
は
食
べ
て
運
動
が
よ
い
と
思

う
。

満
腹
に
な
っ
て
貧
し
さ
も
う
忘
れ

立
川

堀

梅

子

〈
評
〉
飽
食
の
時
代
で
物
が
あ
り
あ
ま
り
溢
れ
て

い
る
。
戦
中
戦
後
を
思
う
と
本
当
に
世
の
中
変

わ
り
、
飢
え
た
事
を
忘
れ
が
ち
。
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
。

「
な
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

五
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秀

句

秀

句

か
つ
う
ら
柳
壇

井

上

博

選
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

18 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年１月１日
から６月30日までに
生まれた子

母子健康手帳

19 土 男 の 料 理 教 室 ９:30～ 住民福祉センター 会 員
エプロン
筆記用具

23 水 愛 育 班 連 絡 協 議 会 ９:30～14:00 住民福祉センター 愛育班長
エプロン
筆記用具

24 木 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

25 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年10月１日か
ら平成20年２月29日
までに生まれた子

母子健康手帳

ん な 健の 康み
（42）1502〉

◆ 妊婦一般健康診査受診票の発行枚数が拡大されます◆

４月１日から、妊婦さんの健康診査にかかる妊婦一般健康診査受診票を２枚から５枚に増やし発行

します。これは、母子の健康管理や健康の保持増進はもとより、少子化対策の一環として行うことに

なりました。

◆ 麻しん排除計画にかかる定期予防接種の実施について◆

平成20年度から５年間、中学校１年生、高校３年生の年齢に該当する方を対象に、麻しん風しん混

合予防接種を行います。対象者には（４月１日現在本町に住民票を有する人）個人通知を行います。

健康状態に合わせ、接種期間内に終了しましょう。（接種期間外になると任意接種となり接種料が

9,950円の個人負担、また、予防接種健康被害救済制度が独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に

基づく救済制度となります。）

詳細については、勝浦町福祉課 保健師へお問い合わせください。 （42）1502・IP 050（3438）7148

勝
浦
町
に
は
、
食
生
活
の
改
善
・
活

動
の
普
及
推
進
を
し
て
、
「
健
康
づ
く

り
の
輪
」
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
食
生
活
改
善
推
進
員
組
織
（
平
成
九

年
結
成
）
が
あ
り
ま
す
。

徳
島
県
下
で
は
「
共
に
学
び
、
共
に

育
と
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
約
千
人
の

推
進
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
食
生
活
改
善
推
進
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
食
生
活

に
限
ら
ず
、
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

研
修
会
…
糖
尿
病
予
防
や
正
し
い
食

生
活
等
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
学
習
し
、
伝
達
講

習
な
ど
を
行
い
、
普
及
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

講
習
会
…
料
理
講
習
、
運
動
な
ど

募
集
人
員

約
二
十
人

会

費

年
間
一
、〇
〇
〇
円

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
十

六
日

ま
で
に
、
勝
浦
町
福
祉
課
保

健
師
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

～
平
成
二
十
年
度

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
～

月 日 内 容

平成19年
５月17日

総 会

９月６日
料理講習
「カルシウムを取ろう」
～乳製品を使った献立～

10月３日

伝達講習会
生比奈保育所でのわんぱく教
室に参加する子供さんとその
保護者の方を対象に、「ミネ
ストローネ」と「バナナマー
ブルケーキ」を紹介しました。

11月22日

上勝クレイン（上勝・勝浦合
同サッカーチーム）の皆さん
に朝食の大切さをお話しする
と共に、手作りおやつの「げ
んこつ飴」を紹介しました。

12月15日
男の料理教室会員との
合同研修会

平成20年
３月19日

「食育の日」の普及推進を目
的にチラシ配布を行いました。

その他 県での研修会等参加

≪平成19年度の実施内容≫ 健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

４月の保健行事 〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師
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糖
尿
病
教
室
、
四
月
は
次
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら
一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

４月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

１日 内科医師 糖尿病について

８日 坂口栄養士 食事について

15日 正瑞薬剤師 薬について

22日 亀山看護師長 生活と運動

「春眠暁を覚えず」と言われますが、春はつい眠くなります。日本の

春は、温度・湿度とも睡眠には快適ですが、寒暖の変化で心身のバラ

ンスを崩しやすく、疲労もたまりやすいため、朝の目覚めを悪くして

いるようです。

また、春から初夏にかけての季節は、体内活動が盛んになるため、エネルギーを作り出す糖質の代謝に

不可欠なビタミンＢ1などのビタミンＢ群の欠乏が起こりやすくなるなどの原因も春の眠さと関係してい

ると言われます。

このように季節の変わり目は、人間の体や精神に、その季節に対応するための様々な変化を起こします。

持病がこうした時期に再発したり、悪化することも少なくありません。自然が輝く季節を楽しみながら、

元気に過ごしましょう。

の健康

さあ、気持ちよく歩いてみませんか？
春風に誘われて体を動かしたくなる季節です。冬の間の運動不足が気になってい

る方も多いのではありませんか？

さっそく、健康づくりのための運動を始めましよう。無理なく誰にでもできて、

お金もかからないのが“歩く”こと。体脂肪を減らす楽しいウォーキングがお勧め

です。お腹の出たお父さんは、なかなか貫禄があって立派に見えます。でも、この

貫禄の源は脂肪ですので、あまり自慢できませんね…。

なぜ銀行貯金は増えないのに、脂肪貯金ばかりが増えてしまうのでしょう。答えは極めて簡単です。供

給するエネルギーより消費するエネルギーが少ないので、余分なエネルギーが脂肪に変身してしまうから

です。脂肪貯金を減らすには、供給の制限、すなわち食事制限と消費の促進、つまり運動がとても大切な

のです。その運動として最も適しているのが、ウォーキングです。

脂肪を滅らすための歩き方には、少々コツがあります。30分間連続して、やや早足で歩いて下さい。歩

き始めの10分～15分間は血液中の糖分がエネルギーとして使用され、その後に、やっと脂肪が燃焼しはじ

めます。ですから、体脂肪を滅らすためは、最低でも20分以上歩く必要があります。春の花々の甘い香り

を感じながら爽やかな風の中を、颯爽と歩きましょう。

春の健康チェックポイント

冬ごもりから脱出しよう！ 心身のリフレッシュを！ 気温の変化に気をつけて！

冬の間の運動不足から脱して、

自然が輝きを増す季節の中、気

持ちよく体を動かしましょう。

ストレッチ体操で、縮こまって

いる筋肉や腱を伸ばし、早歩き、

ジョギングなどの運動をマイペー

スで始めましょう。

新学期、新年度の慣れない環

境からくる，緊張の連続、心身

バランスが崩れがち。ストレス

をためこまず、リラックスでき

る時間を持つ努力が大切です。

音楽を聞いたり、スポーツした

り、リフレッシュしましょう。

桜の咲く頃は、花冷えといっ

て急に冷え込み、あわてること

があります。気温の変化で体調

を崩さないよう健康管理に気を

つけてください。普段から、外

気温の変化に適応できるよう体

を慣らす訓練も大切です。

勝
浦
病
院

だ
よ
り
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ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

４
月
５
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

４
月
12
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

１日

（火）

山 西

中 角

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

８日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

15日

（火）

生 名

久 国

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

前田さん宅前ごみフェンス横

22日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

７日

（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

14日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

21日

（月）

生 名

〃

久 国

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

28日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

３日 ・17日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

４日 ・18日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

不用犬引き取り日

８日 ・22日
※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

最近、犬の飼い主の方のマ
ナーが悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中の
フンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ
れています。近隣や周囲の人
に迷惑をかけることなく楽し
く快適にペットと暮らすため
にも、愛情と責任を持って飼
いましょう。

��
��������

��

����



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

19

流星の絆 東 野 圭 吾

主題歌 柴 崎 友 香

我、弁明せず。 江 上 剛

ジバク 山 田 宗 樹

裁判員法廷 芦 辺 拓

いつから、中年？ 酒 井 順 子

岩倉具視 永 井 路 子

山彦ハヤテ 米 村 圭 伍

婚約のあとで 阿川佐和子

そらいろいろ 小 沢 征 良

犬と私の10の約束 川 口 晴

夢をかなえるゾウ 水 野 敬 也

食料植民地ニッポン 青沼陽一郎

《児童書》

ガンバリルおじさんとホオちゃん
やなせたかし

ねこのパンヤ おかだなおこ

しずくちゃん⑧⑨⑩ ぎぼりつこ

きょうはなにするの、ペネロペ

ペネロペひとりでふくをきる
アン・グットマン

★おはなし会

27日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

４
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０１１ １２

１３ １４１５ １６ １７１８ １９

２０ ２１２２ ２３ ２４２５ ２６

２７ ２８２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

新着図書の一部紹介

２年 藤 木 瑞 穂

図書かんに行きました。図書かんには、いろんな本があ

りました。

と中でかみしばいをしてくれたのが心にのこりました。わ

たしは本がすきなのでなんでも読みます。

はじめて見た本もあるし、おもしろい本もありました。とっ

ても楽しかったです。２かいに行くと化せきやよろい、そ

のほかにもいっぱいありました。もらったマップを見ると

いろんなことが分かりました。

２年 西おゆうた

今日、ひさしぶりに図書かんに行きました。あんなに本

があるとはしりませんでした。それと、いっぱいビデオが

ありました。そして、本があってあそべるところでかみし

ばいを読んでくれました。

「およめさんにばけたきつね」はおもしろかったです。

２かいに行くと、か石やツチノコがおいてありました。

ほう石もありました。

２年 すず木あみ

今日、図書かんに行って、とても楽しかったです。紙し

ばいもおもしろかったです。２かいは、はじめて行ったか

ら、どんなのがあるのか、楽しみでした。２かいには、へ

びがいました。ほんものかとおもいました。こばんもあり

ました。ビデオは２本までしかかりたらだめと書いていま

したがもっとかりたかったです。とてもおもしろかったで

す。

２月28日、生比奈小学校２年生25人が図書館見学に

訪れ図書館の利用の仕方の説明を受けたり、郷土資料

室を見学しました。

図 書 館 へ
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日 時 ４月12日(土)・13日(日)・29日(祝)

午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時
※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談 ご利用
ください！

（
大字三溪字上川原

小松島市

谷 尻 道 俊

岩 本 忍

（
大字棚野字鍛冶地

徳島市

小 川 光 弘

美 馬 朋 弥

ご結婚おめでとう

お誕生おめでとう

大字沼江字大屋敷 ）阿 部 泰 之
みつ美

二女 真
ま

幸
ゆき

善意ありがとうございました
（２月16日～３月15日）

石 尾 治 美 さん（坂本） 五 見 光 さん（棚野）

竹 田 茂 文 さん（棚野） 井 上 暁 さん（横瀬）

秋 本 徳 重 さん（今山） 長 町 豊 秋 さん（星谷）

秋 本 貴 志 さん（星谷） 渡 貴 浩 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

日 時 ４月４日 ･11日 ･18日 ･25日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問い

合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談

４月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

人 口（平成20年２月29日現在）

世帯数 2,147戸

男性 3,007人

女性 3,240人

計 6,247人

出生 男 １人 女 １人 計 ２人

死亡 男 ６人 女 ３人 計 ９人

転入 男 ６人 女 ４人 計 10人

転出 男 ８人 女 ５人 計 13人

大字三溪字下川原 井上富貴與（93歳）

大字星谷字宮原 秋 本 正（61歳）

大字沼江字山路 秋本フミヱ（89歳）

大字星谷字大明神 長 町 芳 藏（87歳）

大字棚野字広松 渡 貴 吉（60歳）

大字星谷字山下 豊岡カジヱ（85歳）

おくやみ申します

当講座は、勝浦会館において当地域と近隣地域の方々

が、それぞれの講座の中で親ぼく・交流を深め人権問

題に対する理解と認識を高めていくことを目的として

います。この趣旨をご理解いただき、多数の方のご参

加をお待ちしております。

申 込 先 勝浦会館（申込用紙は、会館にあります）

開 講 ５月から

開講予定 大正琴・陶芸・踊り・習字・生け花・歌謡・着付け

注 〇参加者が少ない場合や講師の都合で開講できない場合も
ありますので、お含みください。

〇各教室には材料費等が必要です。申し込み時にお尋ねく
ださい。

問い合わせ先 勝浦会館 ４２－３３０５
mail:kaikan@town.katsuura.tokushima.jp

勝浦会館

から
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まちのうごき
平成20年２月16日～３月15日（敬称略）




